ー の の 中 提 可 間 - 幸 寺 
抑 田 器 路 ぐる @ 思 衣 


〇 C 三 枚 如 剛 " 尽 回 回 
剤 常 G そ G 記 0@ 早 葉 選 田中 公 NG 


地 班 K 臣 末 上 且 記 ,@ 基 爺 き 撤 ペー 
地 幅 り NH 不 瑞 環 つ * 光 四 HEjteN 
bh 


グノー ミ 
ノ 


モ 


発 機構 機関 誌 
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t 開 


| ジャ クサ ス | /zze 207 ダ 
宙 航 空 研究 


宇 


若田 宇 生 江 行 士 
船長 当 務 完了 
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ISS 長 期 滞 在 か ら 帰 訂 


若田 船長 の 66 日 」 を 語る 


有人 宇宙 ミッ ショ ン 本 部 有人 宇宙 技術 セン ター 長 


年 5 月 14 日 10 時 58 分 (日 本 時 間 ) 、 IS3 プ ログ ラム マネ ー ジ ャ 
若田 光一 宇宙 飛行 士 が 国際 宇 了 
RU 宇宙 生活 「 ホ ント ?」 の 話 


がり 


明山 の ヶ 


/ 帰還 し まし た 。 約 6 カ月 の 長期 
滞在 ミッ ショ ン の 後半 に は 、 な 胴 1B_ 
企 ッ シ ョ 0 の の 2 日 本 人 初 と な RM CPM 主 衛星 、 初 画像 を 公開 
志 に 就任 。 分 刻み の スケ ジュ ー ル の な か で 、 成 果 を 最大 限 に ー 
_ Is が に 全球 の 水 の 動 き の 理解 に 
出す こと を 目指 し て どの よう な ミッ ショ ン に 挑ん だ の か 、 王手 を か ける 
地上 で その 活動 を 見 守っ た 三宅 正純 有人 宇宙 技術 セン タ 
ー 長 に 聞 き ま し だ 。 若田 字 宙 飛行 士 の 船長 就任 と 時 を 同 朋 第 一 衛星 利用 ミッ ショ ン 本 部 地球 観測 研究 セン ター 主幹 研究 貞 
くし て 、2014 年 2 月 に 打ち 上 げ ら れ た GPM 主 衛星 (全球 導水 gm 3 
観 測 計 画 主 衛 早 ) か ら 初め て の 和 観測 画像 が 届き まし た 。 地 「 だ いち 2 号 」 打 ち 上 げ 写 真 集 
球 全体 の 降水 を 観測 する こと が 、 日 々 の 募 
らし や 将来 の 地球 に どの よう に 真 献 未来 づく り の 現場 か ら 
し て いく の か 、 画 像 の 解説 と と も に 宇宙 大 陽光 発電 所 」 の 
ご 紹介 し ます 。 そ し て 5 月 24 日 、 現実 と 夢 
INTRBR は ロロ ロビ TIONMN 際 域 観測 技術 衛 呈 2 号 「 だ い 5 2 研究 開発 本 部 未踏 技術 研究 セン ター 
号 」 の 打ち 上 げ が 成功 し まし た 。 高度 ミッ ショ ン 研究 グル ー プ 主任 開発 員 
「 だ いち 」 の 後継 機 と し て 、 炎 害 研究 開発 本 部 未 中 技術 研究 セン ター 
6 二 高度 ミッ ショ ン 研 究 グ ルー プ 開発 貞 
観測 、 国 土 保全 、 森 林 伐 採 の 監 
視 、 資 源 探査 な ど 、 き さま ざま な 還 


災害 救援 航空 機 統合 運用 シス テム 
宇宙 と 空 が 連携 し 、 
災害 に 備え る 「D-NET2」 


分 野 で の 利用 拡大 を 目指 し ま 
す 。 ビ ジュ アル ペー ジ Q0-1lp) で 
は 、 皆 さま か ら お 寄せ いた だ い 


た 打ち 上 げ 写 真 を ご 紹介 。 力 作 航空 本 部 運航 シス テム ・ 安 全 技術 研究 グル ー プ グル ー プ 長 
の 数 々 を お 楽し みく だ さい 。 航空 本 部 運航 シス テム ・ 安 全 技術 研究 グル ー プ 


防災 ・ 運 航 管理 技術 セク ショ ン セク ショ ン リ ー ダ ー 


2014 年 5 月 14 日 、 若 田 光 一 宇宙 飛行 士 は 、 
国際 宇宙 ステ ーション (iss) で の 188 日 の 長期 滞在 ミッ ショ ン を | 


有人 宇宙 技術 セン ター 長 
兼 ISS プ ログ ラム マネ ー ジ ャ 


表紙 画像 : カ ザ フ ス タン 共和 国 の 草原 に 着陸 し た 
ソユーズ 宇宙 船 か ら 運 び 出さ れる 若田 宇宙 飛行 
JAXA/NASA 


デー 


> Se 了 の 宇宙 を 拓く 企業 の スゴ ワザ ! 
終え て 地球 に 帰還 し まし た 。 3 月 に ISS 船 長 に 就任 し て か ら 約 2 カ月 間 、 プチ フナ チ で 作る 
ISS を 円 滑 に 運用 し て いく た め に と の よう な 活動 を 行っ た の か 、 太陽 電池 パネ ル 
三宅 正純 有人 宇宙 技術 セン ター 長 に 聞き まし た 。 7 。 0 
聞き 手 : 寺 門 和夫 (科学 ジャ ー ナ リス ト ) 「 0 定式 会社 村長 常務 取 細 役 プチ ブチ 文化 開 究 所 
財 子 ン ヤ ご 紹介 し て いき ます 。 川上 産業 株 式 会 社 社長 室 常務 取締 役 プチ プチ 文化 研究 所 所 長 
安心 ・ 安 全 な 社会 を 目指 す EE4 
宇宙 技術 を 通し て 日 本 の 産業 に 頁 献 する 人 | 
和 G 還 = に に 天上 の 2 衝 (E 寺 ご 二 23 三 に が い の 宇 三 | 宇宙 の 謎 や 人 類 の 活動 領域 の 拡大 に 挑む | さき が け か ら は や ぶさ 」 ま で 
か ニニ い ぐ 船 も 業 ん あぁ 宅 ECWNIE ROSEBUB UN で す 。 宇宙 へ いさ な う 切 手 
6 。 才 記 2 二 ス 8 S 人 飛 し 若 宇宙 科学 研究 所 教授 宇宙 科学 広報. 普及 主幹 
ス えら 藤 計 間 ま る て を 回 S S 1 て 田 
2 の の 22 まで 2 と に 還 生 5 タ の 宇 
を こ s 3 ぶ 1 し 
2 し 必 飛 が リ 活 再 全う 
リル と 盆 を まし あ 公 上 業 る 征 名 る 月 和 JAXA 最 前 線 
2 有 0 0 0 パ か に =- 行 
ンダ タク と らし 自 あ 須 [ っ 5 モト 了 
| 9 月 3 起こ 許 と ゃ を て 提 人 。 本 6 NEWS 
2 全 ン 上 生生 い I は 。 地 人 上 あぁ _ ら 4 若田 宇宙 飛行 士 
MIYAKE Masazumi 和 2 放 ま 直 り 加 て は 1 「VIP コ ー ル 」 開催 、 そ し て 地球 帰還 。 
有人 宇宙 ミッ ショ ン 本 部 28 宇 帰 十 た か 飛 日 毎 8 の ウラ ァ 
日 二 と 日 春 シン 
飛 行 の ) ag ア 


へ ば の 中 


選 館 琶 語 避 
共 例 品 ぶ ゝ 


(6( 
ー 
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導 
/ 
っ ゃ 


選 画像 JAXA/NASA し % ・ = コ 4 。 
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雷 ぬ ns ン 還 お つき ちち 有 で 人 5S 選 や で 
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全 ) 09650968 本 TA 還 へ 会 提 ぐ で SQ 
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Sm ロロ で で が つづ つ 居室 多 
で ASG く ペー ジミ 倒 穫 選 5 つ 玉 の 6 
360 nA ト 公 失 つ うろ へ 伸和 全 一 ・ と 人生 
ASAK 中 さ G 組 結 ぐ 妹 全 7 H 人 へ 
^K 手 型 志 め の の 公 ぐ で | 普 定 中 敵 
ゃ so ロ ロリ 親 お ひら う っ ぐら ゃ "| と NT 
へ |] 会 で G 杜 癌 回 べく を 代 ES K 忠 疾 
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選 xe 汰 共 全 入選 つめ つつ) ANVxD Nu> の 
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SG 角 毅 ロ テマ AE 愉 の つり AR6 で 6G ら 
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情報 を 共有 し 、 最 適 な 任務 を 割り 当て られ る シス テム の 整備 が 
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の 手元 に 届く 郵便 物 に は | 料金 後納 郵便 ] 
と 押印 され た 業務 連絡 が 多い の で す が 、 と 
きど き 、 きれ いな 切手 の 貼ら れ た 封書 を 受 
け 取 る こと が あり ます 。 内 容 は ロマ ンチ ッ ク な も の で 
は な い の で す が 、 そ れ で も 早く 開封 し て 書面 を 読み た 
く な り ま す 。 そ し て 、 子 ども の ころ 切手 を 集め て いた 
の を 思い 出し 、 手元 に 残し た り し て いま す 。 送っ て く 
だ さる 方 も 心得 て いら っ し ゃ る よう で 、 業務 連絡 に 青 
い 図柄 の 星座 の シリ ー ス 切手 な ど が 使わ れ て いる こと 
も 少な く あ り ま せん 。 

宇 宙 航空 分 野 の 研究 開発 と 関連 する 特殊 切手 も 、 こ 
れ ま で に いく つが か 発行 され て いま す 。 比較 的 最近 の も 
の と し て は 、「 航 空 100 周 年 記念 ] (2010 年 9 月 21 日 発 
行 ) 、「 日 本 天文 学会 創立 100 周 年 ] (2008 年 2 月 21 日 
発行 ) 、「 国 際 宇 宙 会 議 福岡 大 会 | (2005 年 10 月 3 日 発 
行 ) 、「 国 際 宇 宙 年 ] (1992 年 7 月 7 日 発行 ) な ど で す 。 
日 本 天文 学会 創立 100 周 年 の 切手 に は 小惑星 探査 機 
「 は や ぶさ 」 や X 線 天文 衛星 「 す ざく 」 が あし ら わ れ て お 
り 、 利 用 許諾 に 関し て 日 本 天文 学会 と JAXA の 知 財 グ 
ルー プ と の 間 の 調整 に 入っ た 思い 出 が あり ます 。 

ほか に も 、「 戦 後 50 年 メモ リア ル シ リ ー ズ | や 「20 世 
紀 デ ザイ ン 切 手 シ リー ズ ] [科学 技術 と アニ メ ・ ヒ ー ロ 
ー・ ヒ ロイ ン シ リ ー ズ ] [地方 自治 法 施行 60 周 年 記念 
シリ ー ズ 茨城 県 ] で も 最 先 端 の 科学 ・ 技 術 の 象徴 と し 
て 宇宙 開発 が 取り 上 げ ら れ て いま す 。 

た だ し 、 こ ちら か ら 特 殊 切手 の 企画 を 持ち 込ん で 発 
行 し て も ら う の は 容易 で は あり ませ ん 。 例え ば 2009 
年 の 世界 天文 年 の 際 に も 特殊 切手 の 発行 を 提案 し まし 
た が 認め られ ませ ん で し た 。 2000 年 の 「 お お すみ ] 打 
ち 上 げ 30 周 年 の と き に も 惜しい と ころ で 実現 で き な 
か っ た と 聞い て いま す 。2020 年 の 「 お お すみ 」 打ち 上 
げ 50 周 年 で は ぜひ 実現 し た いと ころ で すし 、 宇 宙 機 シ 
リー ズ も ぜひ 検討 いた だ きた いも の で す 。 


外国 切手 に な っ た JAXA の 宇宙 機 


切手 趣味 は 世界 共通 で 、 大 部 分 は 使用 され ず に 保管 
され ます か ら 、 特 殊 切手 の 発行 は 小国 を 中 心 に 貴重 な 
外貨 収入 の 手段 と 位置 付け られ て いま す 。 そ し て そこ 
に は JAXA の 宇宙 機 も 数 多く 登場 し ます 。JAXA が 公 
開 し て いる 写真 な ど を 参考 に イラ スト を 描き 起こ し 、 


世界 各国 の 特殊 切手 の 例 。 ギニア の 切手 に は 中 村 
正人 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ が 実名 入り で 登場 。 | イカ 
ロス ] も いろ いろ な 国 で 取り 上 げ ら れ で て いる 


最近 発行 され た 記念 フレ ー ム 切手 の いろ いろ 。 左 か ら 、 


「 は や ぶさ ] | 銀河 連邦 25 周 年 記念 ] 「 国 分 寺 市 市 制 施行 50 周 年 記念 ] 


切手 に 用 いる の で す 。 た だ し 、JAXA の 監修 が 入っ て 
いな いこ と も あっ て 突っ 込み どこ ろ は 満載 で 、 そ こ が 
また 別 の 希少 さ を 生 ん で いま す 。 

種類 と し て 多い の は ハレ ー 彗 星 の 国際 共同 探査 に 参 
加 し た 「 さ き が け ]| と 「 す いせ い ] で 、 私 が 確認 で きた だ 
け で も る カンボジ アー ギニア ビ サ ウ ー ク ッ ク 諸 島 一 コー 
ト ジ ボ ワー ル 、 コ モロ 、 サ ント メ ・ プ リン シ ペ 、 ジ ブ 
チ 、 ト ー ゴ 、 ニ ジェ ー ル 、 ハ ン ガ リー、 ブ ル ガ リ ア 、 
ポー ラン ド 、 マ ー シ ャ ル 諸 島 、 マ ダ ガ ス カル 、 モ ー リ 
タニ ア 、 モ ルディ ブ で 発行 され て いま す 。 世界 初 の ソ 
ー ラ ー セ イル で ある 「 イ カロ ス ] も 人 気 で 、 赤外線 天文 
衛星 「 あ か り 」 も 多数 発行 され て いま す 。 

面白 いと ころ で は 、2010 年 に 発行 され た ギニア の 切 
手 が あ り ま す 。 金星 探査 機 「 あ か つき 」 の 中 村 正 人 プロ 
ジェ クト マネ ー ジ ャ が 描か れ て いま す が 、 背 景 の 宇宙 
機 は ESA の ビー ナス ・ エ クス プレ ス と H-IB ロ ケッ ト 
で す 。 


フレ ー ム 切手 に 「 は や ぶさ 」 登場 


一 方 で 、 最近 で は フレ ー ム 切手 ( 外 枠 部 分 が 切手 に 
な っ て いて 内 側 の 無地 部 分 に 好き な 図案 を 印刷 で き 
る ) を 活用 し て 、 オ リ ジ ナ ル 切 手 を 小 ロ ッ ト で 作成 す 
る こと も 増え て き て いま す 。 個人 で も 作成 で きま す が 、 
郵便 局 の 企画 と し て も 進め られ て お り 、 宇宙 関 係 で も 
「 銀 河 連 邦 25 周 年 記念 」 (2012 年 7 月 27 日 ) や 、 そ の 名 
も ずばり 「 は や ぶさ 」 (2012 年 11 月 1 日 ) が 発行 され ま 
し た 。 ご く 最 近 も | 国分寺 市 市 制 施行 50 周 年 記念 」] の 
オリ ジ ナ ルフ レー ム 切 手 が 2014 年 4 月 18 日 に 地域 限 
定 で 発行 され 、 デ ザイ ン に ペン シル ロケ ッ ト や 小惑星 
イト カワ が 採用 され た 縁 で JAXA に 寄贈 いた だ きま し 
た 。 い た だ いた シー ト は その ほか の フレ ー ム 切手 と と 
も に 相模 原 キ ャ ン パ ス 展 示 室 に 展示 され て いま す 。 

冒頭 に 書い た よう に 、 切 手 は 気持 ち を 表現 する た め 
の 道具 の 一 つ で も あり ます 。 少数 だ け 発 行 さ れる フレ 
ー ム 切手 で は な く 、 で きれ ば 宇宙 機 シ リー ズ 切 手 を 実 
現し 、 受 け 取 り 手 を 宇宙 ・ 航 空 の 研究 開発 の 世界 へ と 
いざ な うこ と が で きれ ば いい な と 願っ て いま す 。 
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プチ プチ は 独立 し た セル の 集合 体 で 、1 つ 潰れ て も 他 の 箇所 に 影響 が 少な く 

耐 故障 性 に 優れ て いる 。 オー プン ラボ に 参加 し た 川上 産業 は 、 こ の 特性 を 生か し て 
太陽 電池 パネ ル を 軽く する こと 、 そ の 製造 技術 を 確立 する こと に 取り 組ん だ 。 

画像 は 超 軽 量 大 型 太 陽 電 池 パネ ル の 概念 図 

オー プン ラボ の 詳細 は こち ら 一 http://aerospacebiz.jaxa.jp/jp/offer/ 


フチ フチ で 作る 
太陽 電池 パネ ル 


川上 産業 株 式 会 社 

一 見 、 宇 宙 と 関わ り の な いよ うに みえ る けれ ど 、 
実は 高い 技術 で 宇宙 開発 を 支え て いる 一 -。 
そん な スゴ ワザ を 持つ 企業 を ご 紹介 。 

今回 は 誰 で も 知っ て いる あの 梱包 材 を 
手掛け る 企業 に お 邪魔 し まし た 。 

聞き 手 : 編 集 部 


: 杉山 彩香 
SUGIYAMA Ayaka 
川上 産業 株 式 会 社 
社長 室 常務 取締 役 
プチ プチ 文化 研究 所 所 長 


Src 叶 陣 夫 TrO7nr 


es で 州 で て m 避 へ て rr で 芝 う > 婦 


+ 三 


き 折 


r 


oe 中 放 と 尚 9 け Qt 避 の ve 千 
国 間 rhNURNLS ゆ し 癌 人 


まま 4 州 二 一 半 光 ざ き て mw 届 光 完 季 。 HAS 
S( (①: 


て 
ン つっ 


葵 震 中 テテ ーGtrr( I の EE は 「 等 


陳 一 」 の 02 眉 再 NN 人 潮 
肖 @ テ Y みさ ヽ コ ニ ュ 四 ず 痕 油 昧 


血 ③ 居 話 区 き 中立 て 男 村 層 ご 
頼 ざ um マ ヘコ ー> 部 嘩 は 性 き rr 


0y き 叶 UG5 叶 ざ Oy0k 可 腔 いら 一 


菅 粒 叩 さと rr 「 田 性 x 中 由 」 
ー ツ ツン きび 汐 の SSDUB 


っ ル 


ン 


ね 
」 / 尉 て 沈 
エ 


QJ 如 きき 中 て 


中 
s マ へ idE 葵 


6 アニ ー へ いり て 


可 
(r 田 判 a て 章 tW 本 Sr 全 せ て 


州 こ 秋 き 交 と Tor 


o 叶 誕 ど りき (て と 計 
の 07 


で 発 滞 < 直 09H0t 和 あさ 党 和 て 


JOit 計 恨 ど 計 は き 


財 石 沢 汰 計 と テー し 古び 計 と 
| 


ン 


さき 中 
2O 
中 尉 の ゆみ せつ ポ dWD 誠 
> 


叩 計 。 き st と さと AO 潮 rrJ 
r 計 へ べり 薄 還 潤 へ す へ す て 


す ボ NT の 
o 放 ご まで 


rt (の 


J 
Z 


me・ 
プチ プチ の 特性 を 生か し た 軽量 で 剛性 に 優れ た プラ スチ ッ ク ボ ー ド 
「 プ ラバ パー ル 『」 は 、 被 災 地 の 特設 カフ ェ の イス や テー ブル ( 左 ) 、 
仮設 診療 所 の 素材 ( 右 ) と し て 活躍 画像 : 川 上 産業 


阪本 成一 


SAKAMOTO Seiichi 
宇宙 科学 研究 所 教授 / 宇 宙 科 学 
広報 ・ 普 及 主幹 。 専門 は 電波 天文 
学 、 星 間 物 理学 。 宇宙 科学 を 中 心 
と し た 広報 普及 活 動 を は じ め 、 品 
ケッ ト 射 場 周辺 漁民 と の 対話 や 
国際 協力 な ど 「 た い が い の こと ]」 
に 挑戦 中 。 画像 は 「 国 分 寺 市 市 制 
施行 50 周 年 記念 フレ ー ム 切手 」 
の 贈答 式 の 様子 


※JAXA オ ー プ ン ラ ボ /JAXA と 企業 ・ 大 学 な ど が 連携 協力 し 、 得 意 と する 技術 ・ ア イデ ア ・ 
知見 な ど を 結集 し て 、 共 同 研究 に より 、 宇 宙 航 空 発 の 新しい ビジ ネス や 魅力 的 な 


宇宙 航空 プロ ジェ クト の 創出 を 目指 す た め の 枠組 み 。 
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9 まり まま まま 22 半 電 大 で WBASEESG 時 腸 和 各 
今 5 〒 軸 ス 定 え へ 除 - デ 会 テー 馬 ご 夫 へ 3 し 
DS 0121 774002 と ) ま て ) 6 し まく (GCOMW の 2 作田 
行 S ラ 9 力 著 今 偽 シ : 由 タ ー 学 理 な 参 し 布 ^ 交 館 が 
者 に な り ま し た な 王 $ ス 月 8 上 日 に 偽 鐵 き 半 年 会 平成 26 年 度 た 作 陳 里華 朱 閑 と 加 た 無人 洲 の 時 字 困 | 
広報 部 長 の 上 垣 ヘ ぞ ビル 生き に 標 % よ 問 し < 莉 天 下 8 立 じ ネル だ を 聞 筑 人 に 笛 2 閲 休 光 を 呈 由 二 は 全く 8 
人 を を まき たる まま ITUIEP 文部 科学 大 臣 表彰 人 導 まり ョ 2 邊 六 8 
は 、 較 宙 ス テー ショ ン い 事 人 方 の シナ 蜂 ら 表 本 際 部 千晶 飛 サ 学 持 術 営 学 営 手 起 ま ン シ ニ 開 の まし 行 の そ 0 の タ に 何人 
ANIME2EIS 有 Ss の ゃ 帰 船 。 針 討 ン と る へ の 信 の 年 会 才 3 文 八 上 中 有 具 四 え れ 筐 が ー し レーシ 桜 ン 1 会 ツ ッ 
Him っ て も り 、 の 60421 欠 t】 ea まれ 1 全 才 1544 ま と を 週 館 
の プロ ジェ クト で 上 を 出す た 界 し 義 っ ま 計 ン と 齋 有 多 合 控 国生 本 丁 JAXA-TICA 包 括 科 定 衝 生 人生 和 人 入 で 』 を と 昌 生 を と 来 つて 
め の 緊 張 感 が あり まし た 。 広報 部 どの 若 を そめ を 開 を 探 ふ ま 画 小 宇 行 一 が * 締結 に つい て | 者 業 わ も 空 ] た A |40 開 月 っ 迎 の 間 員 
で は 、JAXA の 事業 を 理解 し て い を 大 田 全 ク る 踏 催 示 人 査 全 し に 委 宙 土 時 5 小 市 小口 バー で と 所 れ ン 宇 A4 事 タ 名 催 7 て を ぇ 各 施 を 
TOKAI の 東上 す 1、 交 3 ョ 詳 打 2012 年 5 月 に 打ち 上 げた 水循環 交 生 失 滑 衛 昨 上 公 。 分 ア 迎 
NN 8s4 = に 012 年 5 月 に 打ち 上 げた 江 環 変動 観 測 条 まき マ す 通 公国 くぐっ て は 4 の は 行 三 
は か ら の ご 導 見 を も ちゃ ん と 伺う と き FA 交 し 青 し ずく 」 に 搭載 し て いる 高 性 能 マ イク p 波 放射 SA 。 で で の 二 り る 員 皇 が 0 仙 宇 れ の 
いう 中 張 華 、 ワ クワ ク 感 を 感じ て 福々 だ さ ご 到 計 2 (AMSR2 ) は 、 地 表 や 海面 、 大 気 な どか き X ぜ 時 定 業 ょ 日 近 再 っ km た 和 宙 た ur ん 
いま す 。 SSe 。 更 吾 6 自然 に 放射 され る マイ クロ 波 を 高 精度 に 計測 き 全 。 ひ 諸 相 拓 し を に 知 た 貞 ち 主 般 た 
今年 度 は 、56 号 で 取り 上 げた 国際 きき S+ … て し 中 し 、 海水 、 海 面 水温 、 土 壌 水分 な ど 、 水 に 関 民生 3 あ に た や る の の 人 o な の た で 。 の いい hp 
宇宙 ステ ーション で の 長期 潜在 を 8 ミ ジ こる わる 物理 量 を 観測 する モン サ で す 。 こ の AMSR2 の 人目 NOS D 時 和 曲 バ 棚 
終え た 者 還 穫 の に 始ま り 、 の に より 、2012 年 8 月 に 北極 海 の 海水 面積 が 観 ミ 胃 だ 業 し 2X* 衣 で まき は 時 中 半 の 
00 = る 。 あみ を 測 史上 最小 に な っ た こと を 世界 に 先駆 け て 提 え き 具 と が て 六 A す 2 香美 に 早生 ーー 
打ち 上 げ 、 新型 奉 ロ ケッ ト の 開 き 2 で 全 た の を は じ め 、 地 球 環境 変動 の 把握 や 、 気 旬 "。 あお ゃ 本吉 が よし コ り 人 寺 の うつ ペ 
発 開始 な ど な ど 、 話 題 が た くさ ん る ぜ エ 吉 交 本 提 開 の 効率 化 に 1 り ま ネー は 繕 生 り そい 高 ご 行 “ つ 
二 了 報 漁業 操業 の 効率 化 に 寄与 し まし た 。 これ すこ へ 舌 皇 
あり ます 。 また 、 大 き な プ ロジ ェ ひ 隊 SN 66 ま 7 般 全 め 宙 ず し 是 度 と 士 【\ し 
選 ら の 功績 に より 4 月 15 日 、 平 成 26 年 度 科 学 技 


クト だ け で は な く 、TAXA で 行っ 
て いる 航空 部 門 を は じ め と する た 
くさ ん の 研究 開発 の 中 か ら も 、 話 
題 を 選ん で TAXA's』 で ご 紹介 し 
で いき た いと 思い ます 。 

56 号 か ら 文 字 の 間隔 に ゆめ と り を 
持た せ て で 目 に 優し ぐし まし た 。 分 
か りや すく 、 読 みや すく な る よう 
に 引き き 協力 上 Q① き た WE と 思 
いま す の で 、 ど ん どん ご 意見 を い 
EROG9 ら 6MUOSSG の で 9 の 
し く お 願 いし ます 。 


念 内 容 に つい て の ご 意見 : お 問い 合わ せ 先 
JAXA 広 報 部 (proffice@jaxa.jp) 
https://ssl.tksc.jaxa.jp/Space/ 
inquiries/index_j.html 
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宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 N。.050 


発行 責任 者 氏 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
広報 部 長 上 垣内 茂樹 

編集 制作 但 一 般 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 

デザ イン 欠 Better Days 
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JAXA オ ー プ ン ラ ボ 公 募 制 度 を 通じ て 開発 
冷却 ベス ト を 販売 


公益 財団 法人 日 本 ユニ フォ ー ム セ 
ンタ ー は 、 帝 国 繊維 株 式 会 社 ほ か 
の 協力 の も と 、 冷却 べ ス トト を 開発 し 、 
[JAXA COSMODE」 (JAXA 
宇宙 ブラ ンド ) の 製品 と し て 販売 
する こと に な り ま し た 。]AXA で 
は 、 日 本 が 得意 と する 先端 素材 ・ 
縫製 ・ 被 服 設 計 ・ 精 密 加 工 な どの 
国産 技術 を 集約 し 、「 次 世代 先端 
宇宙 服 の 研究 ] を 進め て いま す 。 宇 
宙 服 内 は 密封 され て いる た め 、 宇 
宙 飛 行 士 が 発する 熱 を 効率 よく 冷 
却 す る 必要 が あり ます 。 日 本 ユニ 
フォ ー ム セン ター は 平成 20 年 度 か 
ら 「 次 世代 先端 字 宙 服 の 研究 ] に 参 
画 し 、 冷 却下 着 の 研究 を サポ ー ト 
し て きま し た (『]AXA's 52 号 ] の 
16 ペ ー ジ 「 発 見 ! こ ん な と ころ に 
JAXA」 で 冷却 下着 の 研究 開発 を 
紹介 し て いま す )。 さ ら 6 に 、T]AXA 
オープン ラボ 公募 制度 に お いて 、 
[宇宙 用 冷却 下着 の 民生 化 に 向け 


た 検討 及び 改良 の 実施 ] と し て 、 
日 本 ユニ フォ ー ム モン ター の ビジ 
ネス 提案 が 選定 され 、 消 防 分 野 へ 
適し た 仕様 へ の 研究 開発 を 行っ て 
きま し た 。 今回 販売 され る 冷却 べ 
スト は 、 張 り 巡 ら る れ た チュ ー ブ 
に 冷却 水 が 循環 する こと で 、 身体 
を 冷却 し 、 閉 熱 下 に な ける 熱中 症 
対策 な ど に 効果 が 期待 され ます 。 
今年 度 は 限定 1000 着 の 販売 を 計 
画 し 、5 月 30 日 か 6 帝国 繊維 株 式 
会 社 よ り 販売 を 開始 し ます 。 


備え 付け の タン ク 内 
で 氷 で 冷却 され た 水 
は 、 ポ ンプ に よっ て チ 
ュー ブ 内 を 通り ベス ト 
全体 へ 届け られ る 


術 分 野 の 文部 科学 大 臣 表彰 科学 技術 賞 ( 開 
発 部 門 ) を 受賞 し ほし た 。 

また 、「 し ずく | の 他 に 「ALOS-2」 や 「GPM]」 
な どの TAXA の 最新 の 衛星 が 数 多く そろ っ て き 
た この タイ ミン グ で 、 ア マゾ ン で の 森林 保全 、 東 
南ア ジア 、 アフ リカ 地域 に な ける 地図 作成 や 、 青 
年 海外 協力 隊 と の 連携 な ど ば に と ど ま ら ず 、 今 後 も 
きら 6 に 大 きく 貢献 し て いく た め に 、TAXA と 国際 
協力 機構 (JICA ) は 4 月 23 日 に 包括 協定 を 締 
結 し まし た 。 開発 途上 国 の 社会 課題 で ある 農業 
や 自然 災害 の 援助 な ど に 衛星 デー タ を 活用 し て 
いき ます 。 
JAXA-JICA 包 括 協 定 プ レス リリ ー ス 


http://www.jaxa.jp/press/2014/04/ 
20140423_jica_j.html 


の 5 の 大 


授賞 式 の 様子 。 前 
列 左 が 中 川 敬三 ・ 元 
「 し ずく 」 プロ ジェ ク 
トマ ネー ジャ 


JAXA 奥 村 直 樹理 事 長 ( 左 ) と 
JICA 田 中 明彦 理事 長 ( 右 ) 


ヽ 
ーー 時 ーー 
mimT テ 
ッ 1 で J っ 
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消防 庁 が D-NET に 対応 し た 
シス テム の 運用 を 開始 


総務 省 消防 庁 は 、 JAXA が 開発 
し て いる 「D-NET (災害 救援 航空 
機 情報 共有 ネッ トワ ー ク ) 」 の 技術 
が 活用 きる れ た 新 シ ステ ム の 運用 を 
2014 年 4 月 か ら 開 始 し まし た 。 新 シ 
ステ ム は 動 琵 管 理 シ ステ ム を 搭載 し 
た 全国 の 消防 防災 へ リコ プター の 
活動 位置 を タイ ムリ ー に 把握 で きる 
だ け で な く 、D-NET に 対応 し た 機 
器 を 搭載 し た へ リコ プター か ら は その 
へ リコ プター の 活動 状況 や 災害 地 


の 詳細 な 情報 な ど を デー タ で 送る こ 
と が 可能 に な っ た り 、 へ ヘリコプター 上 
で も 災害 の 発生 エリ ア な どの 詳細 情 
報 を 共有 で きる よう に な り ま す 。 多く の 
航空 機 が 集結 する 大 規模 災害 時 
に お いて も 、 安全 で 効率 的 な 運航 
判断 を 可能 に し 、 その 結果 迅速 な 
救援 活動 に つなげ られ ます 。 今 号 で 
は 次 の ステ ッ プ で ある 「 D-NET2」 
と いう 将来 構想 に つい て ご 紹介 し て 
いま す の で 併せ て ご 覧 くだ きい 。 


調布 航空 宇宙 セン ター の 
航空 機 飛行 シミ ュ レ ー タ 


ッ ユ = 宇宙 毅 で カザフ スタ 
ジ 共 和 国 の 草原 に 着陸 。 そ の 
後 、 健 康 チ ェ ッ ク の た め に 医療 
テン ト に 運ば れる 若田 宇宙 飛 
行 士 


若田 宇宙 飛行 十 


| VIP コ ー ル ] 開催 、 そ し て 地球 帰 本 


2014 年 4 月 10 日 に 首相 官邸 に て 若田 宇宙 飛行 
士 に よる VIP コ ー ル (交信 イベ ント ) が あ 
り ま し た 。 星 出 彰 彦 宇宙 飛行 士 の 司会 進行 で 、 ス ペ シ ャ 
ル ゲ スト と し て ケネディ 駐日 米 大 使 を 迎え 、 若 田 宇 宙 飛 
行 士 へ | お 互い ツイ ッ タ ー を フォ ロー し あっ て いま す 
ね 」 と メッ セー ジ が 送ら れ ま し た 。 若田 宇宙 飛行 士 か ら 
は 笑顔 で お 礼 が 返さ れ 、「 宇 宙 開 発 は 人 類 の 生存 が か か 
っ て いる プロ グラ ム 。 国 際 的 な 協力 が 必要 で す が 、 こ の 
協力 に よっ て ISS が 作ら れ て いる と 思い ます 」 と 応じ ま 
し た 。 さ ら に 安倍 総理 大 臣 か ら 、「 リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 
揮 し て 大 き な 成 果 を ] と の 激励 に 、「 世 界 各 国 の 管制 局 
の 皆さん の 素晴らし い 支 援 の お か げ で 順調 で す 。 船長 と 
し て 残り 1 カ月 を この 調子 で 頑張 っ て 乗り 切り た い 」 と 
ミッ ショ ン 成 功 に 向け た 意気 込み を 語り まし た 。 

また 5 月 14 日 の 帰還 時 に は 「 た だ いま 帰っ て きま し た 。 
長い 問 、 無 機 質 な 国際 宇宙 ステ ーション に いた の で 、 カ 
ザ フ ス タン の 草原 の そよ 風 に 迎え られ た 感じ が し ます 。 
や っ ぱり 、 地 球 は いい で す 。 (滞在 ) 半年 間 の 後半 の 約 
2 カ月 、 船 長 を 経験 させ て も らい まし た 。 世界 各 国 の パ 
ー ト ナー の 素晴らし い チ ー ム ワー ク の お か げ で 任務 を 全 
う で き 、 い ろ い ろ な 国 の 人 た ち が 力 を 合わ せ て 一 緒 の 目 
標 に 向かっ て 仕事 を する こと で 、 ス テー ショ ン の よう な 
素晴らし いも の が で きる と 感じ まし た 」 と 述べ まし た 。 


さら に 、 帰 還 後 初 の ヒュ ー ス トン で の 会 見 で は 、 日 本 
人 宇宙 飛行 士 の 飛行 が 続く こと か ら 「 新 人 の 宇宙 飛行 士 
を 支援 し 、 日 本 か ら 第 2、 第 3 の 船長 が 出る よう に 私 も 
努力 し て いき た い 」 と 抱負 を 語り まし た 。 そ の 上 で 「 ス 
テー ショ ン で や り 残 し た 仕事 も ある 。 生 涯 現役 で 頑張 り 
た い 」] と 、 さ ら な る 飛行 へ の 意欲 も る 述 べ ま し た 。 若 田 宇 
宙 飛 行 士 は 今後 各種 デブ リー フィ ング を 経た 後 、 日 本 で 
の 帰国 報告 会 を 予定 し て いま す 。 次号 以降 の 「JAXA's」 

で 帰還 後 の イ ンタ ビュ ー を 予定 し て いま す の で 、 せ ぜひ ご 
覧 くだ さい 。 


広報 部 スタ ッ フ に よる 帰還 時 の 現地 対応 の 様子 を 
ーブログ で ご 紹介 し て いま す 。 ぜ ひご 覧 くだ さい 。 
I html 
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マ 筑 波 宇宙 セン ター で 行わ れ 
た パブ リッ クビ ュー イン グ 。 大 


勢 の 人 々 が 若田 宇宙 飛行 


の 帰還 を 見 守っ た 。 現在 は 、 
陸 域 観測 技術 衛星 2 号 「 だ 


ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ 「JAXA's」 を 


1 http://Wwww.jaxas.jp/ 
介 お 問い 合わ せ 先 


配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利 
実費 を ご 負担 いた だ く こ と に な り ま す 。 詳しく は 下記 
ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ きい 。 


に は 、 配 送 に 要する 


広報 ・ 調 査 事 業 部 「JAXA's」 配送 サー ビス 窓口 


1 
1 
! 一 般 財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
1 
1 


し TEL03-6206-4902 


この 印刷 物 は 、 印 刷 用 の 紙 へ 
リサ イク ル で きま す 。 


古 抵 パル プ 配 合 率 100% 再 生 紙 を 使用 


宇宙 航空 研究 開発 機構 
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いち 2 号 」 の 企画 展 を 開催 中 
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